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【【特特集集】】新新ししいい日日常常、、そそししてて今今後後::ココロロナナ禍禍をを経経験験ししてて  
――現現代代行行動動科科学学会会第第 3377 回回大大会会テテーーママセセッッシショョンンかからら―― 

新新型型ココロロナナウウィィルルスス感感染染症症拡拡大大のの影影響響－－主主にに行行政政機機関関のの立立場場かからら－－  

 
髙橋 智幸（仙台市健康福祉局障害者⽀援課） 

１．仕事への影響 

 現在、筆者は仙台市役所で勤務し、主に精神保健福祉関連（自殺対策、措置入院業務、

ひきこもり支援など）の職務を行っている。新型コロナウィルス感染症は宮城県でも拡大

し、973人の陽性（11月14日時点）が確認されている（うち682人が仙台市保健所管内）。 

筆者は感染症対策に直接従事してはいないが、感染症拡大に伴い、担当業務に様々な影響

を及ぼしている。ここでは、担当業務への影響について紹介する。 

①自殺対策のための取組みに関する進捗管理 

 ・平成30年度に策定した自殺対策計画では、今年度から取組みの評価・検証を行うこと

とされている。自死は、様々な要因が関連しており、取組みと自死抑制との関連を明

確にすることが難しい。それに加え、新型コロナウィルス感染症拡大に伴う影響が出

始めており、一定程度理解を得られる評価手法の検討が必要な状況となっている。 

②精神保健福祉法に基づく措置入院業務 

 ・措置入院は、警察官等の通報により、精神障害のために自傷他害のおそれがある精神

障害者を市長が強制入院をさせる業務である。新型コロナウィルス感染症に感染した

ことが確認された人は、「要請」に従って、療養施設や指定入院先に移動することが、

感染症対応の仕組みの前提にある。しかし、措置入院を命じなければならないほど病

状が悪化している場合、この前提は一切通用しない。そのため、感染疑いや陽性確認

などの各段階において、どのような対応を行うのか、予め精神科医療機関や感染症対

策部門、宮城県との合意形成が必要となっている。 

２．生活への影響 

  生活への影響は、主に仕事によるものが大きい。市役所内でもクラスターが発生し、日

常の体調管理や不調時の上司等への報告が要請されている。市役所の仕事は、そもそもテ

レワークやオンラインによる処理に馴染みにくく、時差出勤や３密を避けるための取組み

など、最低限の取組みを行っているのが現状である。 

３．新しい日常、そして今後 

  新型コロナウィルス感染症の対応は、人との接触を避けることが基本とされる。交流を

避けることは、生活様式を変化させることにつながり、この変化は脆弱な人に最も大きな

影響を及ぼすと考えられる。例えば、精神障害や発達障害を背景とした困難を抱える人

や、経済的に苦しい生活を強いられている人などである。そうした人たちは、支援を自ら

求めないことも多く、孤立が深まってしまう可能性がある。新型コロナウィルス感染症対

応は、短期的にみれば、医療の提供が大きな分野を占めるが、中長期的にみれば、生活様

式が一変し、社会から孤立し、元通りの生活に戻れなくなった人たちに、必要な支援を届

けることができるような仕組みや体制を整える必要があると考えている。 
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ココロロナナ禍禍ににおおけけるるネネガガテティィブブ・・ケケイイパパビビリリテティィととオオーーププンンダダイイヤヤロローーググ  

 
指定討論 奥野 雅子（岩手大学） 

 

 本テーマセッションでは、4人の話題提供者がそれぞれの職場でコロナ禍と向き合い、そ

れを受け止めて葛藤しつつも、工夫して勤務を遂行されていることがうかがえた。また、新

しい日常を模索する中で、プライベートにおいてもさまざまな想いを発信されていたと思

う。私たちはそれを受けて自身の生活を振り返り、いろいろな考えや感情が交錯したことだ

ろう。 

 新型コロナウィルスの感染拡大は容易にコントロールできない事態である。いつ終息す

るかについても明確な結論を得ることはできない。この状況下で着目したい概念がある。そ

れは「ネガティブ・ケイパビリティ」（帚木,2017）である。答えの出ない事態に耐える力で

あり、負の力と言われている。何かが「できる能力」ではなく、「できない状況を受け止め

る能力」とされている。一方、ポジティブ・ケイパビリティは、才能や才覚、物事の処理能

力であり、問題が生じれば的確かつ迅速に対処する能力である。これは学校教育や職業教育

の目的とされている。よって、ネガティブ・ケイパビリティはその反対であり、論理を離れ

た、どのようにも決められない、宙ぶらりんの状態を回避せず、耐え抜く能力となる。 

 私たちは自身の人生を生きるうえでわけのわからないことや、手の下しようのない状況

は不快である。早々に解答を練り出すか、幕を下ろしたい。しかし、実際、私たちの人生は、

どうにも変えられない、とりつくすべもない事柄に満ち満ちているのではないだろうか。し

たがって、今こそ、ネガティブ・ケイパビリティが必要だと考えられる。 

 私たちの脳は、ともかく何でも分かろうとする。分からないものが目の前にあると不安で

仕方ないのである。分かる基盤は、これまでの記憶であり、分からないものを目にした時、

分かるために分類を行うことになる。たとえば、生物を植物と動物に分類するといったこと

である。さらに、もっとも分かりやすくするためにはマニュアルが必要である。しかし、マ

ニュアルにない事態が起こった時、マニュアルに慣れ切った脳は思考停止に陥る。 

 そこで、どうにもならないように見える問題を持ちこたえるためにできることがある。そ

れは「オープンダイヤローグ」（Seikkula & Olson, 2003)であり、開かれた対話と訳される。

オープンダイヤローグでは、結論に執着せず、曖昧な状況に耐えるという不確実性を許容し、

話を聞き応答するという対話を行い、様々な立場や価値観をもつ人の意見を大切にすると

いう多声性を大切にする。すべてのものは変化していく。世の中は無常である。どうにもな

らないように見える問題も、持ちこたえているうちに落ち着くところに落ち着くことだろ

う。持ちこたえるためには今ここに集中し、つながりを大切に対話を続けていきたい。 
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